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（個人の見解です）
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ウクライナ戦争の行方は

４つのシナリオ
１ ロシアの撤退 ロシアが不安定化、地域的な緊張継続

２ 泥沼の戦争継続 ・・

３ ロシアの勝利 鉄のカーテン、冷戦、警察国家

４ NATOロシア戦争 ウクライナで偶発、ロシアの侵攻

ロシアの強さを決める因子
• ロシアの世論・政治

• 中国のロシア支援

https://www.atlanticcouncil.org/blogs/new-atlanticist/four-
ways-the-war-in-ukraine-might-end/

世界は変わった
元には戻らない
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戦争を招いたバイデン２つの大失敗

https://en.wikipedia.org/wiki/Ted_Cruz

1. アフガニスタンからの無様な撤退。「アメリカ弱し」。
2. ノルドストリーム２ガスパイプラインの制裁解除。

テッド・クルーズ上院議員
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欧州のロシア依存が戦争を招いた

https://www.foxnews.com/media/ted-cruz-russia-invaded-ukraine-because-of-catastrophic-mistakes-made-by-biden-administration


愚かな脱炭素を止めるべき

“最大の対ロシア制裁は、
いますぐ愚かなグリーン
ディールを止めると
宣言することだ”

マルコ・ルビオ上院議員
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米国が自滅した

https://www.foxnews.com/media/marco-rubio-china-watching-us-response-russia-ukraine-tensions


ノルドストリーム
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“ドイツがロシアの奴隷
になる”-トランプ

“２つのパイプライン”の物語



https://en.wikipedia.org/wiki/Keystone_Pipeline
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キーストーンXL

バイデン大統領就任初日に阻止

バイデンは自国の石油・
ガス産業を痛めつけた

アメリカは
世界一の
・産油国
・産ガス国
・石炭埋蔵量
・採掘技術

“２つのパイプ
ライン”の物語

https://en.wikipedia.org/wiki/Keystone_Pipeline


欧州シェールガス
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欧州は環境問題を理由
に開発しなかった

米国は開発して世界一
のガス大国に
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「風とロシア」
への依存・・

反石炭、反ガス
開発、反原発、・・



ガス輸出シェア
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ロシア依存脱
却には何年も
かかる



石油輸出シェア
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ロシアは
輸出大国



ロシアの輸出構造
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石油・ガスに依存し
た経済・財政
毎日１０億ドル

だが欧州は
経済制裁出来ない
⇒軍事侵攻！



ジョー・マンチン(民主党、ウェストバージニア）
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“ロシアからの輸入を禁止。
空前のエネルギー増産を“
ブライトバート3月1日

議会は超党派
立法へ

ロシアの財源
を絶つ

欧州の窮地
を救う

https://www.breitbart.com/clips/2022/03/01/manchin-we-need-to-lead-by-banning-all-imports-from-russia-we-need-to-produce-energy-now-more-than-ever/
https://www.breitbart.com/clips/2022/03/01/manchin-we-need-to-lead-by-banning-all-imports-from-russia-we-need-to-produce-energy-now-more-than-ever/


ジョン・ケリー気候特使

“戦争でCO2が沢山出る。
戦争で温暖化対策がおろそかになる。
だがプーチンの脱炭素への協力に期
待する。“
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バイデン政権は何も
変わらない？



ドイツ政策大転換
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“責任ある、将来を見据えたエネルギー政策
が、我々の経済や気候だけでなく、安全保障
にとっても極めて重要”

・脱石炭・脱原発を再考してしばらく利用する
・これまで無かったLNG基地を建設する
・「2045年CO2ゼロ」「再エネ導入」は維持

ショルツ首相政策声明、2022年2月27日

ショルツ首相(社民党)

緑の党

本当に変わるか？

https://www.bundesregierung.de/breg-en/news/policy-statement-by-olaf-scholz-chancellor-of-the-federal-republic-of-germany-and-member-of-the-german-bundestag-27-february-2022-in-berlin-2008378


世界的な光熱費上昇

インフレ
政治問題
エネルギー減税
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戦時のエネルギー政策・・民主主義防衛の為に
１．現状分析

ロシア排除 ⇒ 世界的な石油・ガス逼迫と高騰

石油・ガス増産、価格低下 ⇒ G7に力、ロシア経済に打撃

２．欧米の動向

石油・ガス・石炭・原子力増産

３．日本の採るべき行動

世界のエネルギー不足緩和・価格低減＋国内光熱費低減

・原子力再稼働 ・石炭火力フル稼働
・余剰のガスを転売
・エネルギー減税 ・再エネ等補助停止
・脱炭素モラトリアム
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2020 2030 2050 2060

CO2排出量
（億トン）

A

B

10年間× 11.5億トンCO2/年= 115億トンCO2 ＝ 0.0115兆トンCO2
IPCCの係数: 1.6℃/兆トンC = 0.44℃/兆トンCO2
Bによる気温上昇は、 0.44℃×0.0115 = 0.0051℃

戦時の脱炭素モラトリアム
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民主主義防衛の
為の環境リスクは
0.005℃

11.5
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（産経新聞出版）
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